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Notes on female specimens of Papilio benguetana 


SUGURU IGARASHI 
19-9, Shinoharakita-1, Kóhoku-ku, Yokohama 


Papilio benguetana was described as a new species by J.J. JorcEv and G. TALBOT in 1923 (The 
Entomologist, Vol. 56), but all the known specimens collected since had been males. In May 1965, 
the author visited Pauai, Luzon, the Philippines, with Mr. Moronrro HARADA. A total of twenty 
specimens were collected by us, including a fresh, flawless female taken by Mr. HARADA. We were 
faced with a choice — whether the butterfly should be made into a set specimen, or kept alive for 
breeding purposes. The latter being our decision, the butterfly, which was a virgin female, was mated 
by hand with a male insect; unfortunately, the female would not lay any eggs despite all our efforts 
to induce its oviposition in captivity. The wreck of the butterfly died without progeny. 


In 1971, Mr. Yosu1aki GUNJI went to the same place and was fortunate to net two perfect female 
specimens, which were subsequently placed at my disposal. In writing this paper, the author would 
like to thank Mr. HARADA and Mr. Gunjiı for their devoted assistance and co-operation extended to 
him, and to congratulate them on their capture of these rare insects. The author is also indebted 
to Dr. TAKASHI SHIRÔZU, Professor of Kyüshü University, and to Dr. YosHIHrIKO Kurosawa of the 
National Science Museum, Tokyo, for their kind advice and suggestions. 


Papilio benguetana Joicey & TALBOT 


2. Morphology : fore-wing length approximately 45mm; fore-wing more rounded and laterally ex- 
tended than in d. Upperside pattern similar to that of @ but giving a darker impression owing 
to more extended black areas which, however, are not dense black as in の but with a brownish tint ; 
light ground colour almost white in 2 while it is lemon yellow in d. These characteristics are 
also present on the underside of the fore-wing. 


Hing-wind also more rounded and laterally extended than in & ; upperside pattern about the same 
as that of づ but black areas generally more developed, giving a much darker impression than in the 
case of fore-wing ; C-shaped orange anal ocellus more pronounced than in @ ; marginal crescent marks 
orange in colour except for that in space 7 and smaller than those of の , which are all pale yellow 
except for those in spaces 4 and 5 that have a suggestion of orange; inverted V-shaped marks on 
broad, black submarginal band all pale yellow in @ but, in 9, those in spaces 2, 3 and 4 are com- 
posed of orange scales. As in fore-wing, black areas are less intense than in ざ , tending to be a 
dark brown, and pale ground colour almost white. On underside, marginal crescent marks all pale 
orange; inverted V-shaped marks on broad black submarginal band orange in spaces 2, 3 and 4 and 
in posterior half of that in space 5, where the orange colour is much richer than in those of @. 

Data: 299. Pauai (on a summit, alt. 2,469m), Northern Luzon, Philippines, 9. iv. 1971. Y. GUNJI 
leg. 


The specimens are in the author's collection. 


摘 要 


ベン ゲッ ト ア ゲハ Papilio benguetana は 1923 年 J.J. Jorcey と G. TALBOT に よっ て Entomologist 第 56 
巻 に 記載 され て 以来 , 採集 され た 標本 は いずれ も 雄 ば か り で あっ た だ . 1965 年 5 月 , 筆者 は 原田 基 弘 氏 と 共に フィ リ 
ピン , ルソン 島 の パウ アイ へ 採集 を 試み た が , その 折 採 集 し た 20 頭 の 本 種 の 中 に 原田 氏 に より 捕え られ た 1 頭 の 
MEE DIED dott. 我々 は と の 雌 を 展 次 標本 に すべ きか , 人 工 採 卵 を 試み よう か と 迷っ た が , 結局 後者 を 選ん だ 
未 交 尾 で あっ た と の 雌 は 雄 と 交尾 させ た 後 , 採 久 の た め の あ ら ゆ る 手段 が 採ら れ た が 不幸 に し て それ ら は 不 成 功 に 
終り , 雌 は 大 破 し て 標本 と し て の 価値 を 失っ た ・ 
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Fig. 1. Papilio benguetana, d : upperside. 
Fig. 2. Do. : underside. 
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Fig. 3. P. benguetana, 9 : upperside. 
Fig. 4. Do.: underside. 
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520.1971 Æ, 同 地 へ 採集 を 試み た 郡司 芳明 氏 は , 完全 な 2 頭 の 雌 を 採集 する と と 成功 , これ ら の 標本 を 贈与 
し て 下さ っ た . 

本 稿 を 草 す る に 当っ て 原田 基 弘 , 郡司 芳明 両氏 の 無 私 な 御 協力 に 深謝 の 意 を 表し , と の よう な 貴重 な 標本 を 採集 
され た 功績 を 讃え を たい. また 日 頃 御 懇 切な 御 指導 を 賜 わ る 日 本 鱗 次 学会 々 長 , 九州 大 学 教養 部 教授 日 水 隆博 士 , 
国立 科学 博物 館 黒沢 良彦 博士 に 対し 深 其 の 謝意 を 表す る . 








Papilio benguetana JOICEY & TALBOT ベン ゲッ ト ア ゲハ 

9. 形態 概要 : 前 次 長 は 約 45mm. BH OBIS d に くら べ て 横長 で , 丸 味 を お びている . 表面 の 斑紋 は ず と 大 
差 な い が 全 体 的 に 黒色 部 が 発達 し , 黒ずん だ 印象 を 与え る . 黒色 部 は み が 純 黒色 で ある の に くら べ で て \ は や や 淡色 
で 裾 色 味 を お びている . 淡 黄 色 部 は み が 黄 色 味 が 強い の に くら べ て は ほとん ど 和 白色 に 近い . 前 次 裏面 に つい て も 
全く 同様 で ある . 

後 次 の 形 6 み に くら べ で て 横長 で 丸 味 を お びている . 表面 の 斑紋 は の と 大 差 な い が 全 体 的 に 愚 色 部 が 発達 し , BS 
より も る 更に 黒ずん だ 印象 を 与え そる. 肛 角 の 栓 色 有 眼 状 紋 は ゆず よ り も ぉ 発達 し C 字 形 を な す . 外縁 の 弦 月 紋 は ゆ よ り も 小 
さい が , 第 7 室 を のぞき すべ て 機 色 を 星 す る . の づ に あっ て は 第 4 , 5 室 の も の が わずか に 樽 色 を お びる の を 除い て 
他 は 淡 黄 人 色 で ある . また 亜 外 縁 の 広い 黒色 帯 中 に ある 逆 V 字 形 紋 は の に あっ て は 各 室 と も 淡 黄 色 鱗 粉 か ら な っ て い 
る が , 9 に あっ て は 第 2, 3, 4 室 が 樽 色 鱗粉 か ら な っ て いる . ABR, 黒色 部 は ゆみ に くら べ て や や 淡色 で 初 色 
味 を お び , 淡 黄 色 部 も 淡く 曰 色 に 近い . 

後 次 裏面 に お いて は 外 緑 の 弦 月 紋 は 全 室 が 淡 樽 色 を 星 す る . また 亜 外縁 の 広い 黒色 帯 中 に ある 逆 V 字 形 紋 は 第 2 , 
3, 4 室 お よび 第 5 室 の 後半 部 が 樽 色 を 呈す る が , その 度合 は みゆ に くら べべ て は る か に 強い. 

産地 , 採集 年 月 日 : 2 を Be@, フィ リピ ン 北 部 ルソン 島 (Luzon Is.) パウ アイ (Pauai) 標高 2,469m の 山頂 , 9. 
iv. 1971, 郡司 芳明 採集 , 筆者 所 蔵 . 


人 愉 の カラ ステア ゲハ 大 挟 し た 了 アゲハ モメ バチ 


a 保 信 
台湾 省 桃園 県 楊 梅 鎮 中 山路 63 韻 8 号 之 1 


1972 年 4 月 23 日 , 台湾 省 桃 園 県 復興 郷 栄 革 (500m) で カラ ス ザ ン シ ョ ツウ Fagara ailanthoides の 葉 上 より カ 
ラス アゲ ハ Papilio bianor takasago NAKAHARA & EsAK1 の 3 令 幼 虫 を 採集 し た . と の 幼虫 は 順調 に 成長 し, 
5 月 5 Bich Uc. 5 月 19 日 に と の 暴 の 前 次 部 分 に 径 mm 程度 の ほぼ 円形 な 穴 を あけ て アゲ ハ ヒ メ バ チ Trogus 
mactator が 羽化 し た . と の アゲ ハ ヒ メ バ チ は 日 本 産 に 比べ て 下記 の 相 異 が み ら れ る . 

1) 触角 は 黒褐色 , 日 本 産 で は 赤 黄 色 . 2) 後肢 の 基 節 の 一 部 分 の み 赤 黄色 , 他 は 黒 初 色 , 日 本 産 で は 基 節 お よび 
服 節 は 大 部 分 黒褐色 . 3) MRA, 日 本 産 で は 淡 黄色 . 

上 記 の よう な 差異 が 認め られ る の で , と の アゲ ハ ヒ メ バ チ は ある い は 日 本 産 と は 別 亜 種 か も し れ な い . 

な お と の 場合 , アゲ ハ ヒ メ バ チ の 産卵 は 寄主 の 3 令 あ る い は それ 以前 に 行なわ れ た と と に な る . 
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